
新
社
長
に

小
島
弘
昭
氏

萩
森
興
産

「
重
油
価
格
は
既
に
暴
騰

し
、
九
州
方
面
か
ら
の
航
海

距
離
の
長
い
輸
送
は
採
算
が

合
わ
な
く
な
っ
て
お
り
、
運

搬
を
辞
退
す
る
船
会
社
も
現

れ
て
い
る
。
近
い
う
ち
に
海

送
品
が
運
べ
な
い
事
態
に
陥

り
か
ね
な
い
。
既
に
今
年
４

月
に
価
格
改
定
を
行
っ
た
生

コ
ン
用
骨
材
と
同
等
の
価
格

水
準
に
引
き
上
げ
、
燃
料
価

格
の
急
騰
に
対
応
し
た
い
」

（
下
田
理
事
長
）。以
前
よ
り

中
長
期
の
事
業

継
続
に
か
か
る

資
源
や
設
備
、

人
へ
の
投
資
の

原
資
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い

た
が
、
燃
料
事

情
の
激
変
が
引
き
金
と
な
り

対
応
を
急
い
だ
模
様
。
合
材

用
砕
石
で
内
陸
品
（
砕
石
工

場
渡
し
）
ト
ン
あ
た
り
２
６

０
０
円
、
海
送
品
（
建
材
販

売
店
土
場
渡
し
）
４
４
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
。
「
合
材

用
骨
材
は
共
販
開
始
か
ら
１

年
過
ぎ
た
段
階
で
あ
り
共
販

体
制
の
定
着
に
重
き
を
置
い

て
い
た
が
、
価
格
改
定
に
つ

い
て
ユ
ー
ザ
ー
の
理
解
の
進

む
生
コ
ン
用
骨
材
に
比
べ
、

価
格
の
適
正
化
が
遅
れ
て
い

る
。
合
材
用
骨
材
に
つ
い
て

も
早
期
に
価
格
適
正
化
を
推

し
進
め
、
こ
の
世
界
的
な
異

常
事
態
を
乗
り
切
り
た
い
」

組
合
は
今
年
度
の
目
標
と

し
て
共
販
事
業
の
深
化
を
掲

げ
、
生
コ
ン
用
に
続
い
て
合

材
用
骨
材
の
共
販
を
定
着
さ

せ
る
と
と
も
に
、
組
合
員
各

社
が
個
別
取
引
す
る
近
畿
圏

隣
接
地
域
に
お
け
る
共
販
事

業
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
う
え

で
の
下
地
づ
く
り
を
進
め

る
。
組
合
機
能
を
強
化
す
る

べ
く
昨
年
９
月
に
組
織
改
編

し
て
業
態
別
部
会
の
ほ
か
、

３
本
部
を
設
立
し
体
制
強
化

を
図
り
「
安
定
供
給
と
品
質

管
理
の
観
点
か
ら
ユ
ー
ザ
ー

に
共
販
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て

も
ら
う
た
め
の
し
く
み
整
備

に
傾
注
す
る
」。

同
組
合
は
大
阪
、
兵
庫
を

中
心
と
し
、
一
部
奈
良
、
和

歌
山
、
京
都
の
砕
石
メ
ー
カ

ー
20
社
と
建
材
販
売
店
50
社

で
組
織
し
、
骨
材
の
取
扱
量

は
生
コ
ン
用
で
１
０
０
０
万

㌧
以
上
、
合
材
用
で
80
万
㌧

規
模
。
生
コ
ン
用
は
共
販
開

始
か
ら
今
年
４
月
ま
で
に
５

度
の
価
格
改
定
を
実
施
し
て

い
る
の
に
対
し
、
合
材
用
は

25
年
４
月
か
ら
共
販
に
着
手

し
た
こ
と
か
ら
生
コ
ン
用
と

合
材
用
の
価
格
の
か
い
離
が

課
題
で
あ
っ
た
。
合
材
用
骨

材
は
内
陸
メ
ー
カ
ー
の
自
社

品
と
中
国
・
九
州
地
区
か
ら

の
仕
入
品
（
高
機
能
舗
装
対

応
品
の
硬
質
砂
岩
系
骨
材
や

海
砂
）
が
中
心
で
あ
り
、
生

産
規
模
の
縮
小
に
加
え
て
長

ら
く
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い

価
格
で
の
販
売
を
強
い
ら
れ

て
き
た
こ
と
で
供
給
体
制
が

脆
弱
化
し
て
い
る
。

一
方
、
組
合
員
の
メ
ー
カ

ー
の
大
半
が
価
格
転
嫁
の
進

む
生
コ
ン
用
砕
石
や
砕
砂
を

主
軸
と
し
た
生
産
に
転
換
し

て
お
り
、
と
く
に
砕
砂
に
つ

い
て
は
天
然
砂
代
替
と
し
て

の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
品

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た

メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、
粒
形
改

善
や
微
粒
分
量
調
整
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
同
組
合
は
今

回
の
価
格
改
定
に
よ
り
安
定

供
給
と
品
質
管
理
に
一
層
注

力
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

26
年
６
月
１
日
か
ら
の
合

材
用
骨
材
の
共
販
価
格
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
内
陸
品

は
砕
石
３
〜
７
号
２
６
０
０

円
（
高
機
能
舗
装
対
応
品
２

０
０
円
増
し
）、砕
砂
２
８
０

０
円
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス

２
２
０
０
円
。
海
送
品
は
砕

石
３
〜
７
号
４
４
０
０
円

（
高
機
能
舗
装
対
応
品
２
０

０
円
増
し
）、砕
砂
４
６
０
０

円
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
４

０
０
０
円
、
海
砂
４
６
０
０

円
で
あ
る
。

大阪府砂利石材協組

課題解決で価値創出 大
阪
府
砂
利
石
材
協
同
組
合
（
下
田
知
大
理
事
長
、
70
社
）
は
直
近
の
イ
ラ
ン
情
勢
を
踏
ま
え
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
合
材
用
骨
材
の
共
同
販
売
価
格
の
改
定
時
期
を
２
０
２
６
年
６
月
に
前
倒
し
す
る
方
針
を
固
め

た
。
重
油
お
よ
び
軽
油
に
お
け
る
急
激
な
価
格
高
騰
と
ひ
っ
迫
に
つ
い
て
組
合
員
か
ら
陳
情
が
相
次
い
だ

こ
と
が
前
倒
し
の
要
因
。
と
り
わ
け
燃
料
の
ひ
っ
迫
は
、
砕
石
メ
ー
カ
ー
は
も
と
よ
り
海
砂
等
の
仕
入
品

を
含
む
海
送
品
を
取
り
扱
う
建
材
販
売
店
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

６
月
に
合
材
用
骨
材
値
上
げ

内
陸
砕
石
２
６
０
０
円

海
送
砕
石
４
４
０
０
円

重
油
・
軽
油
問
題
で
前
倒
し

国
内
の
建
設
市
場
は
縮
小

の
一
途
を
た
ど
り
、
と
く
に

新
設
工
事
に
お
い
て
は
減
少

が
続
い
て
い
る
。
主
要
資
材

で
あ
る
生
コ
ン
の
出
荷
量
も

ピ
ー
ク
時
の
半
減
以
下
に
落

ち
込
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建

設
さ
れ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、

そ
の
対
応
が
急
が
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
伴
う
建
設
業
界
の
人

手
不
足
、
ま
た
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）
の
実
現
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

塩
井
佳
憲
ケ
ミ
カ
ル
事
業
部

門
機
能
材
料
事
業
部
エ
コ
イ

ン
フ
ラ
部
長
は
「
混
和
剤
に

求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
は
よ
り

多
様
化
・
高
度
化
し
て
い

る
。
一
方
で
、
社
会
課
題
へ

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
こ
と
で
新
た

な
価
値
を
生
み
出

せ
る
可
能
性
も
感

じ
て
い
る
。
当
社

は
混
和
剤
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
と
同
時

に
化
学
製
品
や
家

庭
用
品
の
開
発
・

製
造
を
行
っ
て
い

る
。
様
々
な
知
見

を
生
か
し
て
建
設

業
界
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
社
会
課

題
の
解
決
が
で
き
る
か
、
ユ

ー
ザ
ー
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
話
す
。

と
く
に
Ｃ
Ｎ
の
実
現
に
向

け
て
は
、
早
強
型
高
性
能
減

水
剤
の
「
マ
イ
テ
イ
21
Ｈ
Ｐ

‐
５
」
を
開
発
し
、
高
炉
ス

ラ
グ
や
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
な

ど
を
使
用
し
た
配
合
に
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
建
設
現
場

の
人
手
不
足
や
熟
練
技
能
者

の
不
足
に
対
し
て
は
、
「
マ

イ
テ
イ
21
Ｌ
Ｖ
‐
Ｘ
」
に
よ

る
流
動
性
や
型
枠
へ
の
充
て

ん
性
向
上
、
「
マ
イ
テ
イ
21

Ｎ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
表
面
美

観
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。同

社
は
、
25
年
度
に
「
持

続
可
能
な
社
会
基
盤
構
築
に

貢
献
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表

面
美
観
向
上
技
術
の
開
発
」

が
評
価
さ
れ
日
本
化
学
工
業

協
会
の
第
57
回
（
２
０
２
４

年
度
）
日
化
協
技
術
賞
「
環

境
技
術
賞
」
を
受
賞
し
た
。

同
技
術
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

混
和
剤
「
マ
イ
テ
イ
21
Ｎ
Ｓ

‐
Ｘ
」
に
応
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
ケ
ミ
カ
ル
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
特
徴
を
生
か

し
、
界
面
化
学
・
高
分
子
化

学
か
ら
様
々
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
」（
塩

井
部
長
）。近
年
で
は
、
界
面

活
性
型
増
粘
剤
の
「
ビ
ス
コ

ト
ッ
プ
」
を
使
用
し
た
「
チ

ク
ソ
フ
ロ
ー
材
工
法
」
の
廃

下
水
道
管
埋
め
戻
し
工
事
へ

の
適
用
や
、
土
壌
洗
浄
剤

「
ル
ナ
ク
リ

ア
」
に
よ
る
地

下
ト
ン
ネ
ル
に

お
け
る
鉄
バ
ク

テ
リ
ア
汚
泥
除

去
な
ど
を
展

開
。
新
設
工
事

に
留
ま
ら
ず
今

後
増
え
る
イ
ン

フ
ラ
老
朽
化
対

策
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
工
事
分
野

に
も
注
力
し
て

い
く
。
ま
た

「
高
分
子
技
術

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

『
自
己
剥
離
膜
』
を
開
発

し
、
今
夏
に
上
市
す
る
予
定

で
あ
る
」（
同
）。こ
れ
は
、
水

系
樹
脂
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
を
物

質
表
面
に
塗
布
し
、
形
成
さ

れ
た
塗
膜
が
物
質
表
面
の
汚

れ
や
劣
化
物
を
取
り
込
ん
だ

ま
ま
自
動
的
に
剥
離
す
る
も

の
。
は
つ
り
作
業
や
鋼
製
型

枠
の
サ
ビ
除
去
、
塗
膜
除
去

の
溶
剤
使
用
代
替
な
ど
作
業

員
の
負
荷
を
大
幅
に
軽
減
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

混
和
剤
部
門
の
営
業
戦
略

に
つ
い
て
北
野
一
郎
ケ
ミ
カ

ル
事
業
部
門
機
能
材
料
事
業

部
長
は
「
モ
ノ
だ
け
で
な
く

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
イ
ン
フ
ラ

づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
エ

コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー
や
社
会
か

ら
選
ば
れ
る
存
在
を
目
指
し

て
い
く
」
と
す
る
。
「
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
当
た

っ
て
は
、
各
種
専
門
事
業
者

と
の
共
創
に
よ
り
新
た
な
価

値
を
創
造
し
た
い
。
ま
た
Ｄ

Ｘ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
価
値

の
発
信
に
努
め
て
い
く
」

（
同
）

同
社
は
、
混
和
剤
事
業
の

営
業
に
あ
た
り
Ｄ
Ｘ
の
活
用

を
図
っ
て
い
る
。
新
製
品
上

市
時
に
製
品
の
紹
介
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
、
そ
の
う
え
で
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
に
対
し
て
は
、
顧
客
管
理

ツ
ー
ル
を
活
用
し
最
適
な
情

報
発
信
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル

を
通
じ
た
営
業
提
案
を
展
開

し
て
い
る
。

人
材
の
育
成
に
も
注
力
し

て
い
る
。
「
蓄
積
さ
れ
た
ベ

テ
ラ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
若
手

の
デ
ジ
タ
ル
活
用
力
、
ま
た

新
鮮
な
視
点
を
共
有
し
、
現

場
対
応
と
Ｄ
Ｘ
活
用
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
人
材
を
育
成
し
、

建
設
業
界
の
新
た
な
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
に
努
め
た
い
」（
北

野
部
長
）

総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
の
花
王
は
、
様
々
な
分
野
で
得
ら
れ

た
知
見
を
生
か
し
て
高
付
加
価
値
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
化
学

混
和
剤
の
開
発
・
供
給
を
行
い
、
多
様
化
す
る
建
設
業
界
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。
社
会
課
題
の
解
決
を
意
識
し
た
混

和
剤
開
発
に
注
力
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）

や
現
場
の
人
手
不
足
と
い
っ
た
重
要
な
テ
ー
マ
へ
の
対
応
を

図
る
。

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
注
力

花花 王王

架
装
メ
ー
カ
ー
大
手
の
カ

ヤ
バ
は
３
月
30
日
、
三
菱
ふ

そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
カ

ー
ル
・
デ
ッ
ペ
ン
社
長
、
神

奈
川
県
川
崎
市
）
製
の
電
気

小
型
ト
ラ
ッ
ク
（
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
）
に
開
発
中
の
電
動

化
ミ
キ
サ
シ
ス
テ
ム
を
実
装

し
、
日
本
初
と
な
る
Ｅ
Ｖ
ト

ラ
ッ
ク
に
対
応
し
た
電
動
駆

動
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ

ー
車
の
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル

を
実
現
し
た
と
発
表
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

対
応
し
た
技
術
・
製
品
へ
の

需
要
が
高
ま
り
、
商
用
車
の

電
動
化
傾
向
が
進
む
な
か
、

将
来
の
市
場
環
境
や
顧
客
の

要
求
、
社
会
的
な
課
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
開
発
を
継
続

し
て
い
く
考
え
だ
。

今
回
、
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

に
実
装
し
た
電
動
化
ミ
キ
サ

シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
両
で
ド
ラ
ム
の
駆

動
時
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た

動
力
取
り
出
し
装
置
（
Ｐ
Ｔ

Ｏ
）
を
不
要
と
し
、
Ｅ
Ｖ
ト

ラ
ッ
ク
の
高
電
圧
バ
ッ
テ
リ

ー
電
源
を
直
接
供
給
源
と
す

る
こ
と
で
、
軽
量
化
や
低
騒

音
化
を
実
現
し
た
も
の
。
電

動
モ
ー
タ
や
直
流
電
流
を
交

流
電
流
に
変
え
る
イ
ン
バ
ー

タ
、
専
用
の
Ｅ
Ｃ
Ｕ
（
電
子

制
御
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
で
ド

ラ
ム
を
制
御
し
て
お
り
、
従

来
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
比
べ

て
騒
音
を
抑
制
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
ド
ラ

ム
駆
動
部
を
電
動
化
し
た
こ

と
で
、
現
行
の
ミ
キ
サ
ー
車

と
比
較
し
て
油
量
を
約
87
％

削
減
で
き
た
と
い
う
。

加
え
て
、
走
行
か
ら
生
コ

ン
投
入
、
撹
拌
、
排
出
ま
で

フ
ル
電
動
で
動
作
す
る
こ
と

に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

が
ゼ
ロ
化
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
も

寄
与
す
る
。

カ
ヤ
バ
で
は
、
５
月
14
〜

16
日
の
期

間
、
神
奈
川

県
横
浜
市
の

パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
行
わ

れ
る
「
ジ
ャ

パ
ン
ト
ラ
ッ

ク
シ
ョ
ー
２

０
２
６
」
に

こ
の
Ｅ
Ｖ
ト

ラ
ッ
ク
対
応

の
電
動
駆
動

式
ミ
キ
サ
ー

車
の
コ
ン
セ

プ
ト
モ
デ
ル
を
出
展
す
る
予

定
だ
。

カ ヤ バ

ミ
キ
サ
ー
車
を
フ
ル
電
動
化

低
騒
音
か
つ
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
に

丸
和
建
材
社
（
本
社
・
千

葉
県
富
津
市
、
青
木
龍
一
社

長
）
な
ど
千
葉
県
木
更
津

市
、
君
津
市
、
市
原
市
の
細

骨
材
生
産
・
販
売
・
輸
送
会

社
は
２
０
２
６
年
４
月
か

ら
、
ト
ン
３
０
０
〜
５
０
０

円
値
上
げ
す
る
。
同
地
区
の

細
骨
材
生
産
・
販
売
・
輸
送

会
社
は
24
年
度
の
秋
口
、
東

京
、
神
奈
川
、
千
葉
の
生
コ

ン
会
社
に
対
し
25
年
度
か
ら

３
年
か
け
ト
ン
２
０
０
０
円

の
価
格
改
定
を
需
要
家
に
打

ち
出
し
て
い
る
。

丸
和
建
材
社
は
25
年
度
に

６
０
０
円
上
げ
、
26
年
度
は

３
０
０
円
、
27
年
度
は
１
１

０
０
円
の
価
格
改
定
を
決
め

て
い
る
。
三
多
摩
地
区
な
ど

の
遠
方
に
つ
い
て
は
、
距
離

に
応
じ
た
輸
送
費
を
さ
ら
に

上
乗
せ
す
る
。
ま
た
、
ほ
か

山
砂
生
産
・
販
売
・
輸
送
会

社
も
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
交
渉

を
継
続
し
て
い
る
。

同
社
は
当
初
、
26
年
度
に

つ
い
て
６
０
０
円
の
価
格
改

定
を
需
要
家
に
要
望
し
て
い

た
が
、
東
京
地
区
生
コ
ン
協

組
な
ど
複
数
協
組
が
値
上
げ

を
控
え
る
中
で
、
需
要
家
か

ら
は
「
全
額
を
受
け
入
れ
る

の
は
難
し
い
」
と
の
回
答
を

受
け
て
い
た
。
一
方
、
価
格

改
定
に
対
し
無
回
答
の
需
要

家
に
つ
い
て
は
「
関
東
地
区

で
は
細
骨
材
不
足
が
蔓
延
し

て
お
り
、
新
規
需
要
家
か
ら

の
引
き
合
い
は
多
い
。
原
砂

の
状
況
を
踏
ま
え
、
選
別
出

荷
や
数
量
限
定
出
荷
を
視
野

に
需
要
家
と
交
渉
し
て
い

る
」（
深
沢
隆
浩
丸
和
建
材
社

常
務
取
締
役
）
と
い
う
。

君
津
地
区
の
細
骨
材
生
産

会
社
は
25
年
度
、
す
べ
て
の

需
要
家
に
要
望
額
通
り
の
値

上
げ
を
実
施
し
た
。
一
方
、

26
年
度
の
値
上
げ
に
つ
い
て

は「
検
討
中
」と
す
る
も
「
生

産
コ
ス
ト
は
大
幅
に
上
が
っ

て
お
り
、
と
く
に
粗
目
砂
の

上
昇
率
は
高
い
。
需
要
家
の

状
況
を
み
て
、
数
年
の
間
に

３
０
０
０
円
（
土
場
渡
し
）

値
上
げ
す
る
」
考
え
だ
。

君
津
地
区
の
大
手
砂
生
産

会
社
は
25
年
度
、
５
０
０
円

を
段
階
的
に
値
上
げ
し
た
。

し
か
し
、
要
求
額
に
達
し
て

い
な
い
需
要
家
も
い
る
こ
と

か
ら
「
26
年
度
の
上
げ
幅
５

０
０
円
に
プ
ラ
ス
す
る
。
細

骨
材
を
需
要
家
に
供
給
す
る

ま
で
に
、
採
取
地
確
保
、
地

質
調
査
、
表
土
除
去
、
原
砂

採
取
、
場
内
横
持
、
プ
ラ
ン

ト
で
の
生
産
、
輸
送
費
、
そ

し
て
採
取
跡
地
の
整
地
な
ど

様
々
な
コ
ス
ト
が
発
生
す

る
。
そ
れ
に
需
要
家
の
求
め

る
品
質
を
確
保
し
安
定
供
給

す
る
と
い
う
『
価
値
』
に
、

企
業
利
益
を
加
え
た
も
の
が

細
骨
材
の
価
格
と
な
る
。
こ

れ
を
『
細
骨
材
の
価
格
』
と

し
需
要
家
に
理
解
を
求
め
て

い
く
」
考
え
だ
。

千
葉
県
の
細
骨
材
業
界
で

は
４
月
１
日
付
で
施
行
さ
れ

た
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
（
ト
ラ
ッ
ク
新
法
）
に

よ
る
「
違
法
な
白
ト
ラ
に
係

る
荷
主
等
の
取
締
り
」
に
よ

る
規
制
動
向
を
注
視
す
る
。

千
葉
県
木
更
津
市
、
君
津

市
、
市
原
市
の
細
骨
材
を
運

搬
す
る
８
割
の
車
両
は
白
ナ

ン
バ
ー
。
同
規
制
が
業
界
の

現
状
を
無
視
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
細
骨
材
流
通
が
成
り
立

た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

君
津
市
の
大
手
細
骨
材
生

産
会
社
は
、
傭
車
し
て
い
る

輸
送
会
社
に
白
ナ
ン
バ
ー
車

の
緑
ナ
ン
バ
ー
化
を
要
請
す

る
。
個
人
事
業
主
（
傭
車
）

に
つ
い
て
は
「
自
社
の
社
員

と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
コ
ス
ト

は
、
こ
れ
ま
で
の
値
上
げ
に

含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
話

す
。木

更
津
市
の
あ
る
細
骨
材

生
産
販
売
会
社
の
所
有
す
る

車
両
す
べ
て
は
緑
ナ
ン
バ
ー

だ
が
、
個
人
事
業
主
の
白
ナ

ン
バ
ー
車
両
も
傭
車
と
し
て

い
る
。
「
も
し
細
骨
材
を
運

搬
す
る
白
ナ
ン
バ
ー
車
が
取

り
締
ま
り
を
受
け
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
輸
送
費
を
大
幅
に

上
げ
て
対
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話

す
。
現
在
、
運
転
手
は
高
齢

化
と
と
も
に
減
少
し
て
お

り
、
細
骨
材
を
運
搬
す
る
白

ナ
ン
バ
ー
車
両
が
取
り
締
ま

り
を
受
け
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る

事
態
と
な
る
。

千
葉
県
の
細
骨
材
生
産
会

社
の
多
く
の
プ
ラ
ン
ト
で

は
、
老
朽
化
が
進
行
し
生
産

能
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。君

津
市
の
大
手
細
骨
材
生

産
会
社
は
老
朽
化
す
る
プ
ラ

ン
ト
が
故
障
す
る
た
び
、
修

理
を
施
す
。
売
り
上
げ
が
下

が
り
原
価
が
上
が
り
続
け
る

な
か
「
細
骨
材
の
品
質
を
確

保
し
安
定
供
給
し
て
い
く
た

め
に
は
、
値
上
げ
で
利
益
を

確
保
し
て
将
来
に
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
を
維

持
し
な
が
ら
、
利
益
を
得
る

体
制
づ
く
り
に
注
力
す
る
」

考
え
だ
。

品質確保、安定供給へ値上げ
丸和建材社と山砂各社

27年度1100円価格改定も

石
灰
石
鉱
業
協
会
（
83

社
、
１
０
１
鉱
山
）
は
21

日
、
第
82
回
定
時
総
会
を
開

催
。
役
員
改
選
を
行
い
、
森

川
玲
一
会
長
が
退
任
し
て
諸

橋
央
典
氏
（
住
友
大
阪
セ
メ

ン
ト
代
表
取
締
役
取
締
役
社

長
）
が
会
長
に
新
任
し
た
。

副
会
長
の
平
田
賢
一
（
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
常
務
執
行
役

員
）、藤
津
二
朗
（
八
戸
鉱
山

代
表
取
締
役
社
長
）
両
氏
は

重
任
し
た
。

同
日
、
都
内
の
協
会
会
議

室
で
記
者
会
見
を
開
催
し
、

諸
橋
会
長
は
「
石
灰
石
鉱
業

界
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め

微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
。
石
灰
石
鉱
業
は
セ

メ
ン
ト
・
鉄
鋼
な
ど
基
幹
産

業
へ
の
安
定
供
給
を
通
じ
て

わ
が
国
の
社
会
基
盤
を
支
え

る
重
要
な
産
業
の
一
つ
。
ど

の
よ
う
な
経
済
環
境
下
に
お

い
て
も
安
定
供
給
を
維
持
す

る
た
め
に
は
健
全
で
持
続
可

能
な
鉱
業
経
営
が
不
可
欠
」

と
述
べ
、
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
鉱
業
経

営
の
根
幹
で
あ
る
「
保
安
の

確
保
」、環
境
負
荷
低
減
へ
の

取
り
組
み
を
通
じ
た
「
環
境

と
の
調
和
」、デ
ジ
タ
ル
技
術

活
用
や
自
動
化
・
省
力
化
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
で
の

「
技
術
力
の
向
上
」、２
０
２

６
年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る

「
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除

措
置
延
長
」、業
界
全
体
で
人

材
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か

で「
人
材
の
育
成
」を
挙
げ
、

「
５
つ
の
重
点
課
題
を
柱
に

協
会
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
引
き

続
き
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

石灰石鉱業
協 会

諸
橋
氏
が
会
長
就
任

「
持
続
可
能
な
鉱
業
経
営
を
」

萩
森
興
産
の
社
長
に
、
１

日
付
で
前
Ｕ
Ｂ
Ｅ
三
菱
セ
メ

ン
ト
フ
ェ
ロ
ー
Ｄ
Ｘ
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
小

島
弘
昭
氏
が
就
任
し
た
。

小
島
社
長
は
１
９
８
７
年

に
宇
部
興
産
（
現
Ｕ
Ｂ
Ｅ
）

に
入
社
。
２
０
１
６
年
建
設

資
材
カ
ン
パ
ニ
ー
技
術
部

長
、
18
年
建
設
資
材
カ
ン
パ

ニ
ー
苅
田
セ
メ
ン
ト
工
場

長
、
19
年
執
行
役
員
建
設
資

材
カ
ン
パ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
会

社
部
品
質
保
証
部
・
環
境
安

全
部
・
業
務
統
制
部
担
当
、

２
０
２
２
年
Ｕ
Ｂ
Ｅ
三
菱
セ

メ
ン
ト
上
席
執
行
役
員
生
産

副
本
部
長
な
ど
を
経
て
24
年

よ
り
フ
ェ
ロ
ー
Ｄ
Ｘ
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
た
。

１
９
６
３
年
５
月
31
日
生

ま
れ
、
62
歳
。

▽
…
「
親
会

社
で
あ
る
Ｕ
Ｂ

Ｅ
三
菱
セ
メ
ン

ト
が
株
式
上
場

を
目
指
す
な

か
、
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
当
社
と
し
て
も
品
質
向

上
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

対
応
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
対
応
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
認
知
度
向
上
や

信
用
度
向
上
を
図
り
、
将
来
的
に
は

人
材
採
用
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
の
は
、
萩
森
興
産
の
秋

本
利
治
執
行
役
員
生
産
統
括
部
長
。

▽
…
「
生
コ
ン
の
需
要
が
減
少
す

る
な
か
で
、
生
コ
ン
事
業
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
生
コ
ン
の
仕
事
は
ま
ず
『
人
』

が
一
番
で
あ
る
。
社
員
に
は
『
萩
森

興
産
な
ら
大
丈
夫
』
と
お
客
様
に
言

わ
れ
る
よ
う
な
会
社
の
人
間
に
な
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」

「人」が一番

高電圧でドラムを制御

下田知大理事長

小島弘昭社長

MR12（1.2㎥）小型ミキサ

諸橋央典会長

萩森興産執行役員 秋本 利治生産統括部長

DX活用にあたり使用方法の解説動画を作成

左から塩井部長、北野部長

（ ２ ）セ メ ン ト 新 聞（第三種郵便物認可）２ ０ ２ ６ 年（ 令 和 ８ 年 ）４ 月 ２ ７ 日（ 月 曜 日 ）


